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625 平成2�年８月20日

吉
川
町
商
工
会
青
年
部
（
西
山
農
部
長
）
で
は
、
七
月
二
十

六
日
、
山
田
錦
の
館
に
て
、「
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
と
あ

そ
ぼ
う
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
で
二
回
目
で
あ
る
が
、
当
日
は
多

く
の
親
子
連
れ
が
来
場
し
、開
場
と
同
時
に「
ふ
れ
あ
い
体
験
」、

「
つ
か
み
取
り
」は
順
番
待
ち
の
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ

た
。「

カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
相
撲
大
会
」
に
も
自
慢
の
虫
を

手
に
し
た
六
十
名
余
り
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
優
勝
を
目
指

し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
同
青
年
部
で
こ
の
度
完
成
さ
せ
た
町
内
観

光
ス
ポ
ッ
ト
等
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
す
る
「
よ
か
わ 

え
え
と
こ

ま
っ
ぷ
」
を
配
布
、
来
場
者
は
興
味
深
く
手
に
取
っ
て
い
た
。

同
青
年
部
は
、
こ
の
収
益
を
昨
年
同
様
、
町
内
小
学
校
等
に

図
書
を
寄
贈
す
る
予
定
で
あ
る
。
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カ
ブ
ト
ム
シ
・

ク
ワ
ガ
タ
と
あ
そ
ぼ
う

～
吉
川
町
商
工
会
青
年
部
～

▲勝敗の行方を見守る子どもたち

■県連合会Letter� ２頁
・商工会管理者研修会（第一回事務局連絡会議）
・商工会経営支援研修会（専門）①
・県青連第二回幹部講習会、第十五回主張発表大会

■商工会Letter� ３～４頁
・�気軽に自分の店が持てる景気買福朝市�
「旬菜市」（播磨町）
・�「ピュアランド山の里」�
リニューアルして再オープン（上郡町）
・�「宍粟市の明日を考えるシンポジウム」を開催
（宍粟市同友会）
・第一回新温泉町商工会合併協議会開催
・�ぬかるむ水田で泥まみれ！「第七回いなみど
ろんこバレーボール大会」（稲美町青年部）

■地域力連携拠点事業� ５頁～６頁
・�平成二十一年度第一回認定企業紹介�
（農商工連携・地域資源）

▲町内の情報を掲載した「よかわ ええとこまっぷ」
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兵庫県商工会連合会が実施している商工貯蓄共済制度の
生命保険部分はジブラルタ生命が引き受けています。

但馬ブロック 3連覇
第 2回幹部講習会、第15回主張発表大会

県商工会青年部連合会（霞
末浩二会長）は、去る７月
８日、サンシャインホール

（淡路市）において、平成2₁
年度第２回幹部講習会・第
₁5回主張発表大会を開催し、
県下各地域の青年部幹部等
₁6₁名が参加した。

当日は、県下各ブロック
代表の７名が、それぞれ「青年部活動や地域振興・まちづ
くり」をテーマに主張発表を行った。

最優秀賞には、城崎町商工会青年部の桶生裕介（おけしょ
うゆうすけ）氏が受賞し、但馬ブロックとして３連覇を達
成した。同氏は、９月３日に奈良県で開催される近畿ブロッ
ク主張発表大会の兵庫県代表となった。

また、今年度の県青連重点事業である経営革新推進事業
の一環として、㈱アテーナホテルズ代表取締役 立石裕明
氏による「経営革新認証取得について」をテーマに講演。

その後、経営革新計画が承認された同ホテルを実際に見
学した。

　

９
月
の
こ
よ
み

３
日
㊍
〜
４
日
㊎

　
　
　
　

 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部

主
張
発
表
大
会

８
日
㊋
〜
９
日
㊌

　
　
　
　

 

経
営
支
援
研
修
会（
基
礎
コ
ー
ス
）

10
日
㊍
〜
11
日
㊎

　
　
　
　

 

マ
ル
経
審
査
委
員
講
習
会

17
日
㊍
〜
18
日
㊎

　
　
　
　

 

女
性
部
全
国
大
会（
岩
手
県
）

29
日
㊋
〜
30
日
㊌

　
　
　
　

 

経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
会

　

₁₀
月
の
こ
よ
み

３
日
㊏　

 

商
工
会
等
職
員
昇
格
試
験

14
日
㊌
〜
15
日
㊍

　
　
　
　

 

経
営
支
援
研
修
会（
専
門
コ
ー
ス
）

主な行事予定

県
連
合
会
は
、
七
月
二
十
二
〜
二

十
三
日
と
八
月
四
〜
五
日
に
、
神
戸

市
・
三
宮
研
修
セ
ン
タ
ー
で
「
商
工

会
経
営
支
援
研
修
会
（
専
門
）
①
」

を
開
催
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」

を
用
い
て
、
簡
単
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
・
更
新
作
業
・
ネ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
こ
の
「
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
と
は
、
全
国
商
工
会
連

合
会
が
運
営
し
て
い
る
事
業
者
支
援

シ
ス
テ
ム
で
、
誰
に
で
も
簡
単
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
、
無
料
で
利
用
可
能
で
あ
る
。

一
日
目
は
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
の
操

作
実
習
と
儲
か
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

の
活
用
に
つ
い
て
、
二
日
目
は
よ
り

具
体
的
に
売
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
に
つ
い
て
受
講
し
た
。
買
い
た

県
連
合
会
は
、
七
月
十
六
日
〜
十

七
日
、
加
東
市
・
滝
野
図
書
館
に
お

い
て
、
商
工
会
事
務
局
代
表
者
三
十

四
名
の
参
加
を
得
て
商
工
会
管
理
者

研
修
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
研
修
Ⅰ
と
し
て
、
岡
田
専

務
理
事
が
「
商
工
会
を
取
り
巻
く
環

境
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

ま
た
、
研
修
Ⅱ
で
は
、
加
東
市
長　

山
本
廣
一
氏
に
よ
る
「
行
政
と
商
工

会
と
の
関
わ
り
」
と
題
す
る
講
演
が

行
わ
れ
た
。

ま
た
、「
第
一
回
事
務
局
連
絡
会

議
」
を
併
せ
て
開
催
し
、
県
連
合
会

く
な
る
商
品
の
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
や

目
を
引
く
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
作
成

等
、
グ
ル
ー
プ
で
個
性
あ
ふ
れ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
完
成
さ
せ
、
会
員

が
実
際
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
と

き
に
役
立
つ
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

各
課
か
ら
の
報
告
事
項
を
説
明
し
、

商
工
会
合
併
に
伴
う
補
助
対
象
職
員

設
置
数
や
補
助
金
額
、
商
工
会
職
員

県
連
帰
属
化
問
題
等
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
っ
た
。
来
年
四
月
実
施
を

予
定
し
て
い
る
帰
属
化
問
題
に
つ
い

て
は
、
今
後
職
員
協
議
会
で
の
説
明

や
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
の
開
催
に
よ

り
役
職
員
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

二
日
目
に
は
、
部
落
解
放
同
盟
兵

庫
県
連
合
会　

東
田
寿
啓
氏
に
よ
る

「
企
業
に
お
け
る
人
権
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
、
加

東
市
滝
野
工
業
団
地
内
に
あ
る
凸
版

印
刷
株
式
会
社
の
工
場
見
学
を
行
っ

た
。

会
員
の
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
活
用
を
支
援

～
商
工
会
経
営
支
援
研
修
会
（
専
門
）
①
～

▲売れるネットショップづくりに取り組んだ

組
織
内
の
諸
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換

～
商
工
会
管
理
者
研
修
会
（
第
一
回
事
務
局
連
絡
会
議
）～

▲県連合会より商工会が抱える問題について説明
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播
磨
町
商
工
会（
山
口
勝
英
会
長
）

で
は
「
自
分
の
店
」
を
気
軽
に
開
く

こ
と
が
で
き
る
朝
市
事
業
が
全
国
各

地
で
活
気
づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
着

目
し
て
、
六
月
に
朝
市
実
行
委
員
会

を
設
置
、
県
連
合
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
同
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

食
の
安
全
性
が
問
わ
れ
て
い
る
昨

今
同
町
に
は
、
核
と
な
る
商
業
集
積

地
が
な
い
の
で
、
従
来
の
朝
市
と
は

一
味
違
っ
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
新
規
創
業
や
第
二
創
業
、
販
路

拡
大
、
雇
用
創
出
等
を
促
す
仕
組
み

づ
く
り
を
朝
市
の
中
で
見
出
せ
な
い

か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
地
元
の
農

商
工
業
者
と
の
連
携
支
援
に
よ
り
、

七
月
十
一
日
〜
八
月
二
十
二
日
の
毎

週
土
曜
日
午
前
十
時
〜
正
午
ま
で
、

商
工
会
館
前
駐
車
場
に
お
い
て
朝
市

「
旬
菜
市
」
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
て

い
る
。

同
委
員
会
で
は
、
新
鮮
な
農
産
物

等
の
ほ
か
、
食
品
以
外
の
販
売
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
プ
レ
オ
ー
プ
ン
の

実
績
を
分
析
し
、
今
後
、
売
り
手
に

も
買
い
手
に
も
ワ
ク
ワ
ク
感
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
朝
市
を
目
指
す
。

気
軽
�
�
自
分
�
店
�
�
持
�
�

景
気
買
福
朝
市
�
旬
菜
市
�

�
播
磨
町
商
工
会
�

平成21年度グッドデザインひょうご選定商品の募集
兵庫県では使う人の視点を取り入れて開発されたデザイン性の高い商品を

「グッドデザインひょうご選定商品」と選定し、推奨しています。この機会に「グッ
ドデザインひょうご選定商品」として商品力アップに挑戦してみませんか？
■募集期間： 平成2₁年７月１日（水）～平成2₁年９月₃₀日（水）まで
■部　　門：産業･ビジネス、日常生活、食品パッケージ
　※応募に関する詳しい内容は下記問合わせ先までお問合わせください。
■問い合わせ先：
　㈳兵庫工業会 神戸事務所/₀₇₈︲₃6₀︲₃255　又は

兵庫県産業労働部産業振興局 工業振興課/₀₇₈︲₃62︲₃₃₃₄
グッドデザインひょうごウェブサイト（http://www.hyogo-ia.or.jp/gdh/）

支えあって50年

「中退共」で退職金準備
中退共制度は中小企業で働く従業員のための

外部積立型の国の退職金制度です

◎ 掛金の一部を国が助成します
新しく加入する事業主に…
掛金月額の1/2（従業員ごと上限5,000円）を加入後4か月目から1年間助成します

◎ 掛金は全額非課税です
掛金は…
法人企業の場合は損金、個人企業の場合は必要経費となります
事務手数料・管理費等は一切不要です

◎ 管理が簡単です
従業員ごとの納付状況等を事業主にお知らせいたします

◎ 適格退職年金制度から中退共制度に移行できます
16,000社を超える適年解約事業所が中退共に移行しています
適格退職年金契約における従業員持分額の全額を引渡金額とすることができます

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

独立行政法人 勤 労 者 退 職 金 共 済 機 構

中小企業退職金共済事業本部
ちゅうたいきょう

略称：中 退 共

〒105-8077 東京都港区芝公園1-7-6
TEL（03）3436-0151（代表）　FAX（03）3436-0400

「ピュアランド山の里」
リニューアルして再オープン

〈上郡町〉
　今年３月末から休業していた上郡町立研修セン
ター「上郡ピュアランド山の里」が、８月１日に再
オープンした。
　同施設は６階建てで宿泊室、研修室、レストラン、
展望風呂などがあり、上郡町内への眺望が眼下に開

ける高台に位置する。
この度、館内のリニュー

アルとともに料理内容な
ども一新。大・中・小の
各種研修室のほか、四季
折々の郷土料理が味わえ
る和風レストランも完備
している。

〒6₇₈︲₁2₄₁　赤穂郡上郡町山野里2₇₄₈︲₁
電話　₀₇₉₁︲52︲6₃₈₈
http://www.tomato-bus.com/pure/₀₁.htm

▲プレオープン中の「旬菜市」

全国から隠れた逸品が集まる物産展が
開催されます。参加ご希望の方は、商
工会へお問い合わせください。
日時： 2₀₀₉年₁₁月2₀日（金）

　　　　～2₃日（月・祝）
会場： 東京池袋サンシャインシティ

A・B ホール
申し込みしめきり：８月2₈日（金）
HP：http://www.local-power.jp/
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50

宍
粟
市
商
工
同
友
会
（
大
砂
彰
会

長
）
で
は
、
去
る
七
月
二
十
四
日
、

宍
粟
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て
「
宍
粟
市

の
明
日
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
た
。

宍
粟
市
商
工
同
友
会
は
、
市
内
の

経
営
者
の
ほ
か
、
現
役
の
市
議
会
議

員
が
三
名
、
県
議
会
議
員
一
名
が
在

籍
し
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

今
後
の
宍
粟
市
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
開

催
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
市
議
会
議
員
三

名
・
青
年
部
・
女
性
部
の
代
表
者
を

合
わ
せ
た
五
名
が
参
加
し
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
行
政
も
参
画
し
た
。

聴
講
者
は
、
商
工
会
役
員
・
青
年

部
・
女
性
部
員
な
ど
総
勢
四
十
五
名

で
あ
っ
た
。

自
然
を
活
か
し
た
公
園
や
街
づ
く

り
・
少
子
化
対
策
・
学
校
の
統
合
問

題
・
公
共
交
通
機
関
の
あ
り
方
等
、

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
の
提
言
、
質
問
事
項

に
対
し
て
真
剣
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
、
大
変
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
な
っ
た
。

最
後
に
、県
議
会
議
員
よ
り「
様
々

な
問
題
に
対
し
、
真
面
目
に
考
え
、

自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
の

総
括
で
盛
会
に
終
了
し
た
。

「
宍
粟
市
の
明
日
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

～
宍
粟
市
商
工
同
友
会
～

▲将来の宍粟市へ多面的な提言があった。

第１回新温泉町商工会合併協議会開催
平成2₁年７月９日温泉

町商工会館において、浜
坂・温泉町商工会の合併
協議会委員が出席し、初
めての合併協議会が開催
した。

協議会は県連合会の岡
田奈良夫専務理事を講師
に招き研修会を行った
後、合併協議会の正副会

長、組織・事業専門部会、財政専門部会の委員、各
専門部会の部会長が選考委員により選出・承認され
た。

この協議会ではその他に協議会規約、協議会スケ
ジュール、協議会予算、基本協定項目、合併進行手順、
合併の基本理念などが承認されました。

今後、各部会及び合併協議会で協議を進め、両町
商工会の臨時総会、新商工会設立申請、認可を経て、
平成22年４月に新商工会設立を目指す。

域
活
性
化
と
地
域
間
交
流
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

大
会
に
は
、一
般
部
門
、女
性
部
門
、

子
供
部
門
合
わ
せ
て
百
五
チ
ー
ム
約

六
百
人
が
参
加
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
う
四

人
制
で
、一
般
、女
性
の
部
門
は
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
、
子
供
の
部
門
は
リ
ー

グ
戦
で
上
位
を
目
指
し
た
。

小
雨
の
降
る
中
、
選
手
た
ち
は
泥

に
足
を
と
ら
れ
苦
戦
し
な
が
ら
も
、

ボ
ー
ル
を
追
っ
て
何
度
も
田
ん
ぼ
に

飛
び
込
ん
で
い
た
。

今
大
会
で
は
、
地
元
の
高
校
生
た

ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

青
年
部
と
協
力
し
、
一
体
と
な
っ
た

こ
と
が
大
会
の
成
功
に
つ
な
が
っ
た
。

稲
美
町
商
工
会
青
年
部
（
大
西
秀

幸
部
長
）
は
、
七
月
二
十
六
日
、
天

満
大
池
隣
接
会
場
に
て
「
第
七
回
い

な
み
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
稲
美
町
の
「
田
ん

ぼ
と
た
め
池
」
に
慣
れ
親
し
み
、
地

ぬ
か
る
む
水
田
で
泥
ま
み
れ
！

「
第
七
回
い
な
み
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

～
稲
美
町
商
工
会
青
年
部
～

▲泥に足をとられながらボールを追う選手たち
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連
携
体
に
よ
る
効
果

 

代
表
企
業
等
の
連
絡
先

大
徳
醤
油
株
式
会
社

兵
庫
県
養
父
市
十
二
所
九
三
〇―

三

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

〇
七
九―

六
六
三―

四
〇
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

〇
七
九―

六
六
三―

四
〇
〇
九

  

養
父
市
産
の
有
機
野
菜
と
有

機
醤
油
を
用
い
た
有
機
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
の
加
工
食
品

製
造
販
売
事
業

養
父
市
産
の
国
産
有
機
醤
油
と
有

機
野
菜
の
栽
培
技
術
を
活
用
し
、
健

康
と
安
心
・
安
全
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
ノ
ン
オ
イ
ル
有
機
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

や
漬
物
・
佃
煮
等
の
加
工
食
品
を
地

域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
商
品
化
す
る
。

 

連
携
の
経
緯

「
い
の
ち
を
育
む
食
べ
も
の
づ
く

り
」
を
理
念
に
、
国
産
丸
大
豆
醤
油

を
生
産
供
給
し
て
き
た
大
徳
醤
油

が
、
一
昨
年
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取

得
を
契
機
に
、
国
産
・
有
機
の
加
工

食
品
を
養
父
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し

て
開
発
す
る
た
め
、
地
元
の
有
機
農

家
で
あ
る
小
林
農
園
と
連
携
事
業
を

開
始
し
た
。

 

連
携
へ
の
課
題
や
工
夫
等

国
産
・
有
機
・
ノ
ン
オ
イ
ル
等
健

康
を
意
識
し
た
ユ
ー
ザ
ー
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
開

発
・
製
造
・
販
売
を
目
指
し
、
食
品

添
加
物
は
も
と
よ
り
油
や
動
物
性
の

旨
味
（
か
つ
お
節
な
ど
）
を
使
用
せ

ず
に
製
造
す
る
た
め
、
多
種
類
の
野

菜
の
う
ま
み
の
組
合
せ
が
必
須
で
あ

る
。
多
種
類
の
有
機
野
菜
の
生
産
を

手
掛
け
る
小
林
農
園
と
連
携
し
、
美

味
し
く
安
心
安
全
な
有
機
加
工
食
品

を
販
売
し
て
い
く
。

連　携　体

中小企業者
大徳醤油株式会社（食料品製造業）

地元の有機野菜と自社製造の国産有機醤油を用いた有機ノンオイルドレッシン
グ等の製造・販売を行う

農林漁業者
小林農園　小林勝弘

有機農業₁6年の栽培技術を生かし、良質な加工食品に適合する有機野菜を生
産・供給する

支援機関等 兵庫県商工会連合会、養父市商工会、兵庫県北部農業技術センター

連携体

大徳醤油（株）
有機醤油・加工食品

製造・販売

有機加工食品開発

【代表者】

小林農園
多品種有機野菜の

栽培技術

有機野菜供給

【共同申請者】

百貨店・高級スーパー
自然食品店
生協
通販
土産物産
インターネット販売

中小企業者

５年後の売上高₁，₈5₀万円、安心安全な食品の提供

安心安全な国産有機加工食品の製造販売によって、市場開拓が
できる

農林漁業者

５年後の売上高₄₀5万、農産物の高付加価値化

従来の設備を生かし、加工適性を持った多種類の有機野菜を栽
培し高い収益性を確保する

平
成
二
十
一
年
度
農
商
工
連
携
事
業
計
画

第
一
回　

認
定
企
業
紹
介（
商
工
会
地
域
）



― � ―

625 平成2�年８月20日

地域名 事業名 事業概要 地域資源
（ ３類型） 法認定事業者

加東市

クラッシュ加工播州織先染
ジャカード生地による日傘の
開発及び販売

【ルミエーブル（自社ブランド）】

播州織先染めジャカー
ド織物にクラッシュ加
工を施した生地を日傘
の生地として使用す
る。自社のブランドで
あ る「Lumiebre（ ル
ミエーブル）」の商標
で販売展開を行う

播州織
【鉱工業品】

阿江ハンカチーフ株式会社
加東市下滝野5₉₃⊖₁
TEL：₀₇₉5⊖₄₈⊖2₀₃₁
FAX：₀₇₉5⊖₄₈⊖₄6₀2

H　P
http://www.aehandkerchief.jp

香美町

山陰海岸の自然美・産業・食
文化を活かした「美と技と味の
遺産めぐりプログラム」

【香住の風景】

当地の自然との共生か
ら生まれた地域住民の
暮らしや知恵、食文化
などと組み合わせ、関
係者が体験インストラ
クターとして指導や案
内することで「見る素
材」から「体験する
フィールド」へと新し
い価値を提供する

山陰海岸
国立公園

【観光資源】

株式会社香住観光公社
美方郡香美町香住区境548

TEL：₀₇₉6⊖₃6⊖₃55₃
FAX：₀₇₉6⊖₃6⊖₃₄5₈

H　P
http://www.imagoura.com

南あわじ市

淡路瓦の製造工程で排出され
る不良瓦を有効活用した水質
浄化資材の開発・販売

【不良いぶし瓦】

本事業では、瓦の持つ
多孔質で吸水・保水性
の特長を大阪産業大学
との共同開発により、瓦
を水質浄化資材の基材
として有効活用し、濾
過・吸着・生物膜と組
み合わせることで、それ
ぞれに適した良質な水
質浄化資材を開発する

淡路瓦
【鉱工業品】

菊川建材株式会社
南あわじ市湊₁₃₃₄

TEL：₀₇₉₉⊖₃6⊖5₀55
FAX：₀₇₉₉⊖₃6⊖₃₃5₉

平成21年度地域資源活用事業計画
第１回　認定企業紹介（商工会地域）

地
域
力
連
携
拠
点
事
業

各
セ
ミ
ナ
ー
開
催
日

セミナー名 日・場所 問い合わせ先

地域資源・ 
農商工連携セミナー

９月９日（水） 温泉町商工会館 県連但馬支所
TEL ₀₇₉︲6₇₀︲₀₁₁₁９月₁₇日（木） 朝来町商工会館

₁₀月１日（木） 三田市商工会館 篠山市商工会
TEL ₀₇₉︲55₄︲₁6₇₈

事業承継セミナー
９月₁₀日（木）

加東市商工会館 加東市商工会　経営支援課
TEL ₀₇₉5︲₄2︲₀25₃９月₁₇日（木）

創業セミナー ８月2₇日（木） 福崎町商工会館 福崎町商工会
TEL ₀₇₉₀︲22︲₀55₈経営革新セミナー ９月₁₀日（木） 香寺町商工会館
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